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当研究所では、日立造船株式会社（大阪市住之江区、以下、日立造船）を

代表機関とするコンソーシアムに参画し、「豚ふん中の有用資源を循環利用

する事業モデルの構築」に関する研究計画を農林水産省の「平成２５年度農

林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」に応募し、このたび採択が決定

いたしました。 

 

農業用肥料の原料として欠かせないリン鉱石は世界的に資源の枯渇が危惧

されており、価格が高騰しています。本研究事業では、宮崎県小林市に実証

機を設置し、豚ふん堆肥を炭化物にすることによりリン成分を濃縮して、リ

ン肥料等の生産資材に変換する実証試験を行います。当研究所では、炭化物

から作られた生産資材の有効性の確認と利用指針の作成を担当します。 

 

これにより大量に排出されている豚ふん堆肥から安全で肥料効果の高いリ

ンが得られ、国内の肥料価格の安定と豚ふん堆肥中のリン成分の広域利用に

貢献します。 

 

なお、本件につきましては、日立造船株式会社も報道資料提供を行ってい

ますので、参考として添付します。 
 

 

【添付資料】 

・日立造船株式会社プレスリリース資料

 
【豚ふん堆肥を炭化物にしてリン成分を濃縮する技術について】  
 
堆肥化された豚ふんを無酸素状態で４００～５００℃に加熱することで炭化

し、その粒子表面にリンを集積させます。その後、気流粉砕法によってリン濃度

の高い炭化物を効率よく分離回収する技術で、日立造船株式会社が確立しました。

この方法で得られた炭化物はリン鉱石の半分以上のリン濃度を有しています。  
 

豚ふんに含まれるリン資源の回収実証が国に採択され研究事業化決定！

－枯渇が危惧されるリンの安定確保に向けた循環モデルを創出します－ 
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【本研究課題の全体概要】  

 
 
 

 

性能向上試験

(日立造船)

化学肥料の製品評価

(肥料メーカ)

有機肥料の製品評価

(大阪府環農研)小林市畜産課

宮崎県畜産協会 現地実証試験

PPCPsの挙動調査

(熊本大学)

畜産排水浄化の効果

(宮崎大学)

堆肥化センター

豚 ふ ん 中 の 有 用 資 源 を
循環利用する事業モデルの構築

リン資源の
高騰,枯渇

堆肥の
需給ギャップ

農畜産業の
環境悪化

課 題 ･農畜産業の規模拡大・集積に伴い資源循環が困難
･生産資材の原料の安定確保が困難

装置能力20%向上と
長期連続運転の確立

研究内容

化学肥料原料としての
利用法の確立

有機肥料としての
利用法の確立

炭化物による
窒素除去技術の確立

炭化による抗生物質の
低減技術の確立

･畜産集中地域において省エネ型炭化装置の実証運転を行い、
装置機能向上と製品評価により事業モデルを構築

技術シーズ ･未利用堆肥を有価物に変換してリン鉱石代替物に利用する
･副産物も畜産地域特有の環境保全資材として利用可能

リン
分離

微リン炭
(副産物)

濃リン炭

環境保全
農地改良

リン鉱石
代替物

省エネ型
炭化装置

粉砕分級
装置

未利用堆肥
炭化処理

効 果 ･畜産集中地域の未利用堆肥の有効活用を促進すると共に、
枯渇資源の確保と地域の環境負荷を低減できる

農 畜 産 業 の 持 続 可 能 な 発 展

農畜産業の
環境保全

堆肥の
循環利用

枯渇資源の
安定確保


